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シシュュロローーダダーー年年金金運運用用 
フファァンンドド日日本本株株式式  

第24期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2025年４月25日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー年金運用ファンド日本株式」

は、2025年４月25日に第24期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
確定拠出年金制度における専用の運用商
品として、信託財産の中長期的な成長を
図ることを目標にして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダーＰＦ日本株
式マザーファンド受益証
券とします。 

シュローダー 
ＰＦ日本株式 
マザーファンド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
ＰＦ日本株式 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー 
ＰＦ日本株式 
マザーファンド 
の株式および 
外貨建資産の 
組入上限比率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行
いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年４月25日。ただし当該日
が休業日の場合は翌営業日）に、繰越し
分を含めた諸経費控除後の利子・配当等
収入と売買益（評価損益を含みます。）等
から基準価額水準、市場動向等を勘案し
て決定します。原則として、収益分配金
は無手数料で自動的に再投資されます。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・機関投資家営業部 電話番号 03-5293-1357 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 



品 名：90020_100875_024_03_シュローダー年金運用ファンド日本株式_1059444.docx 

日 時：2025/6/9 15:03:00 

ページ：1 

― 1 ― 

シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 T O P I X ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(東証株価指数、 
配 当 込 み ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

20期(2021年４月26日) 18,926 0 35.8 3,024.34 35.3 98.3 0.5 12,310 

21期(2022年４月25日) 18,534 0 △ 2.1 3,029.26 0.2 97.3 1.2 11,987 

22期(2023年４月25日) 20,251 0 9.3 3,388.87 11.9 97.9 0.6 12,787 

23期(2024年４月25日) 24,649 0 21.7 4,520.84 33.4 98.2 0.5 14,658 

24期(2025年４月25日) 24,502 0 △ 0.6 4,573.10 1.2 97.6 0.7 14,060 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(東証株価指数、 
配 当 込 み ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年４月25日 24,649 － 4,520.84 － 98.2 0.5 

４月末 25,301 2.6 4,656.27 3.0 98.0 0.7 

５月末 25,227 2.3 4,710.15 4.2 98.8 － 

６月末 25,925 5.2 4,778.56 5.7 98.9 0.9 

７月末 26,164 6.1 4,752.72 5.1 99.4 0.7 

８月末 25,218 2.3 4,615.06 2.1 99.5 0.7 

９月末 24,948 1.2 4,544.38 0.5 99.1 0.5 

10月末 25,010 1.5 4,629.83 2.4 98.4 0.6 

11月末 25,220 2.3 4,606.07 1.9 98.8 0.4 

12月末 26,371 7.0 4,791.22 6.0 99.3 0.7 

2025年１月末 26,198 6.3 4,797.95 6.1 100.1 0.2 

２月末 24,906 1.0 4,616.34 2.1 99.5 0.7 

３月末 25,134 2.0 4,626.52 2.3 98.3 0.9 

(期  末)       

2025年４月25日 24,502 △0.6 4,573.10 1.2 97.6 0.7 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 
（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 
 
※ 当ファンドは、約款でTOPIX（東証株価指数、配当込み）をベンチマークとすることを定めております。 
 ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 
 TOPIX（東証株価指数）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 
 また、TOPIX（東証株価指数）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値

の公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○運用経過 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2024年４月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首24,649円でスタートした基準価額は、24,502円（分配後）で期末を迎え、期首比0.6％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。一方、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、1.2％の上昇

で、当ファンドは、ベンチマークを1.8％下回りました。 

日本株式市場が小幅に上昇する中、保有する一部の半導体関連銘柄や景気敏感銘柄の株価が大きく調整し

たことなどから、基準価額は下落する動きとなりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

 

国内株式市場は、米国の景気後退懸念などを背景として2024年８月は歴史的な下落相場となった後に相場

は回復、その後2025年４月にも米トランプ政権による相互関税発表により大幅下落となったものの90日間の

猶予期間が設定されたことで相場は回復し、当該期間では小幅に上昇しました。 

企業業績についてですが、2020年度４-６月期をボトムに回復し、改善が継続しています。2024年度につい

ても増益継続の見通しで、４期連続の過去最高益の更新が見込まれています。 

 

 

 
電気機器、機械では、中期的にグラインダー売上が拡大するとみているディスコへの投資を行いました。加

えて、防衛事業が国内外で拡大するとみられる三菱電機への投資も開始しました。一方、中国の受注ピークア

ウト懸念を有するＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣについては、利益確定のため全売却を実施しました。加

えて、ローツェについても利益確定のため一部売却を行いました。 

素材・資源関連では、新電炉の立ち上がりで業績伸長が見込める中部鋼鈑の組み入れを行いました。一方、

ＣＤＭＯビジネスの回復の遅れが株価の重しとなるＡＧＣについては全売却としました。 

内需、サービス業関連では、米国におけるＨＲテック事業が想定よりも早期に回復しているリクルートホー

ルディングスへの投資を開始しました。また、効果的なＣＲＭにより国内顧客の囲い込み戦略が奏功するとみ

ている三越伊勢丹ホールディングスへの投資を行いました。一方、堅調な株価パフォーマンスとなったＮＥＣ

ネッツエスアイについては利益確定のため全売却を行いました。また、先行投資負担で利益圧迫の懸念を有す

るゴールドウインについても全売却を実施しました。 

金融・不動産業では、国内の金利上昇のメリットが大きい三井住友トラストグループへの投資を開始しまし

た。一方、国内事業の回復に想定以上の時間を要すると判断したイオンフィナンシャルサービスについては、

全売却を実施しました。 

ディフェンシブでは、Ｄａｔｏ-ＤＸｄの治験結果を受けて株価が大幅に調整し、過度な悲観に基づき株価

が形成されていると判断した第一三共への投資を開始しました。一方、肥満症治療薬のポテンシャルが評価さ

れ、大幅に株価が上昇した中外製薬については利益確定のため全売却としました。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダーＰＦ日本株式マザーファンドの運用について 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

2025年３月31日現在 
 

 
 

 

銘柄選択の効果で、その他製品のバンダイナムコ

ホールディングス、輸送用機器の武蔵精密工業、電気機

器のソニーグループ、銀行業の三菱ＵＦＪフィナン

シャル・グループ、保険業の第一生命ホールディングス

などのオーバーウェイトが堅調な業績を背景とした株

価上昇により、プラスに寄与しました。一方、インテル

向けビジネスの不振が懸念された電気機器のイビデ

ン、塩ビや半導体ウェハーの在庫調整の長期化が懸念

された化学の信越化学工業、売上の進捗遅れが懸念さ

れた建設業の九電工のオーバーウェイトに加え、ＩＴ

や送配電網の業績拡大への期待が高まった電気機器の

日立製作所の非保有、また、次世代ゲーム機の期待が高

まったその他製品の任天堂の非保有などがマイナスの

影響となりました。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込

み）です。 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第24期 

2024年４月26日～ 
2025年４月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 19,395  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

今後とも「グロース・アット・リーズナブル・プライス」（中長期的な成長性に対して割安な株に投資する）

の運用スタイルに合う銘柄をボトムアップ・アプローチで選別し、中長期の視点で投資する方針を堅持してい

きます。 

特に、市場コンセンサスとの見通しの違いや何が株価に織り込まれていないのかを意識するとともに、株価

上昇のきっかけとなる事象（カタリスト）に着目した投資判断を行っています。現在のポートフォリオは、ボ

トムアップ・アプローチの結果、景気回復にややウェイトを置いた構成になっています。 

市場見通しについてですが、2024年度は４期連続の過去最高益の更新が見込まれますが、2025年度の期初ガ

イダンスは米トランプ政権の関税政策の影響もあり小幅減益となる可能性があります。ガバナンスに関して

は、東京証券取引所が資本コストや株価を意識した経営実現に向けた対応を求めていることもあり、株主還元

強化の動きが顕著になっています。一方、マクロ面では、米トランプ政権の経済政策の影響が焦点となります

が、先行きの不透明感は依然として高く、目先はボラティリティの高い相場展開を予想しています。 

リサーチにおいては、個社ベースの収益力や経営の変化などに注目して銘柄発掘に取り組みます。株価上昇

によりバリュエーション（価値評価）が高位となった銘柄から、業績の改善余地がまだ織り込まれていない銘

柄や業績に対する過度な悲観により割安感が強まっている銘柄への入れ替えを行うとともに、長期の視点で

持続的な成長が可能な銘柄への投資を進めます。また、時価総額別では、出遅れ感の強い中小型株の保有ウェ

イトが相対的にやや高めの配分になっています。 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 415  1.628  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (168)  (0.660)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 
 

 （ 販 売 会 社 ） (224)  (0.880)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 22)  (0.088)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.030   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.030)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 10   0.040   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.010)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  8)  (0.030)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 合 計 433   1.698    

期中の平均基準価額は、25,468円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

  



品 名：90020_100875_024_03_シュローダー年金運用ファンド日本株式_1059444.docx 

日 時：2025/6/9 15:03:00 

ページ：7 

― 7 ― 

シュローダー年金運用ファンド日本株式 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.67％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○売買及び取引の状況 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド 653,671 2,133,746 890,608 2,900,152 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,618,920千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 14,705,747千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.65   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年４月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド 4,641,697 4,404,760 14,182,006 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○投資信託財産の構成 (2025年４月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド 14,182,006 99.9 

コール・ローン等、その他 14,590 0.1 

投資信託財産総額 14,196,596 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年４月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 14,196,596,395   

 シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド(評価額) 14,182,006,840   

 未収入金 14,589,555   

(B) 負債 136,012,792   

 未払解約金 14,589,555   

 未払信託報酬 118,475,994   

 その他未払費用 2,947,243   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 14,060,583,603   

 元本 5,738,473,080   

 次期繰越損益金 8,322,110,523   

(D) 受益権総口数 5,738,473,080口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 24,502円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 5,946,809,676円 

期中追加設定元本額 856,198,766円 

期中一部解約元本額 1,064,535,362円 
 

○損益の状況 (2024年４月26日～2025年４月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 128,291,478   

 売買益 233,768,395   

 売買損 △  105,476,917   

(B) 信託報酬等 △  244,516,632   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  116,225,154   

(D) 前期繰越損益金 3,795,686,660   

(E) 追加信託差損益金 4,642,649,017   

 (配当等相当額) (  7,334,641,989)  

 (売買損益相当額) (△2,691,992,972)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 8,322,110,523   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 8,322,110,523   

 追加信託差損益金 4,642,649,017   

 (配当等相当額) (  7,334,641,989)  

 (売買損益相当額) (△2,691,992,972)  

 分配準備積立金 3,795,686,660   

 繰越損益金 △  116,225,154   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（7,334,641,989円）および分配準備積立金（3,795,686,660円）

より分配対象収益は11,130,328,649円（10,000口当たり19,395

円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 

 

  



品 名：90020_100875_024_03_シュローダー年金運用ファンド日本株式_1059444.docx 

日 時：2025/6/9 15:03:00 

ページ：10 

― 10 ― 

シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2025年４月25日現在) 

＜シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド＞ 
 下記は、シュローダーＰＦ日本株式マザーファンド全体(4,404,760千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（5.3％）    

住友林業 26.2 36.5 155,818 

日本電設工業 43.3 42 89,460 

エクシオグループ 139.4 106.4 175,028 

九電工 26.6 39 197,145 

テクノ菱和 － 5.2 14,237 

太平電業 － 19.2 92,256 

大氣社 10.2 － － 

食料品（0.5％）    

ニチレイ － 36.9 69,851 

繊維製品（－％）    

ゴールドウイン 3.9 － － 

化学（9.8％）    

クラレ － 128.9 214,554 

クレハ 27.9 － － 

信越化学工業 68.8 68.4 276,746 

大日精化工業 4.2 4.1 12,123 

三菱ケミカルグループ 302.7 389.9 266,964 

旭有機材 7.2 10 37,450 

日油 151.2 122.4 256,611 

ＪＣＵ 5 4.9 15,582 

ＺＡＣＲＯＳ 9.2 7.1 28,435 

ニフコ 56.9 65.1 229,542 

医薬品（2.1％）    

日本新薬 23.6 － － 

中外製薬 59.6 － － 

第一三共 － 83.1 292,761 

ステムリム 22.6 － － 

ゴム製品（－％）    

三ツ星ベルト 5.9 － － 

ガラス・土石製品（0.8％）    

ＡＧＣ 54.8 － － 

ＭＡＲＵＷＡ 2.6 1.4 41,125 

黒崎播磨 20 29.1 72,080 

ニチハ 15 － － 

鉄鋼（0.4％）    

中部鋼鈑 － 23.3 50,863 

非鉄金属（0.7％）    

ＳＷＣＣ 11.6 14.3 90,805  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

機械（5.0％）    

三浦工業 － 10.1 30,512 

ＮＩＴＴＯＫＵ 15.2 － － 

ディスコ － 6.5 186,745 

ＳＭＣ 3.6 － － 

ローツェ 5.6 16.9 25,476 

ハーモニック・ドライブ・システムズ 22.9 25 80,250 

ダイキン工業 15.3 14.7 235,567 

マキタ 55.9 29.3 127,220 

電気機器（18.2％）    

イビデン 32.4 45.8 177,978 

三菱電機 － 179.8 475,840 

明電舎 11.8 20.9 81,928 

ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ 24.5 － － 

ＪＶＣケンウッド 69.4 73.6 78,016 

富士通 129.1 102.3 315,084 

パナソニック ホールディングス － 61.8 97,860 

ソニーグループ 49.2 224.8 794,668 

日本電子材料 19.6 47.5 89,062 

キーエンス 4.8 6.2 380,122 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 16.9 － － 

太陽誘電 30.5 － － 

輸送用機器（8.2％）    

豊田自動織機 34.9 33.6 444,360 

いすゞ自動車 133.4 30.1 57,671 

武蔵精密工業 56.8 53.6 125,424 

スズキ 305.6 293.2 498,000 

ハイレックスコーポレーション 2.2 2.2 3,099 

その他製品（3.6％）    

フルヤ金属 4.9 21.2 53,530 

バンダイナムコホールディングス 77.9 71 340,445 

タカラスタンダード 38.2 32.1 57,683 

オカムラ 34.7 24.1 46,537 

陸運業（0.9％）    

東京地下鉄 － 61.9 121,819 

情報・通信業（9.8％）    

ＮＥＣネッツエスアイ 27.9 － － 

三菱総合研究所 11.6 － － 

ブロードリーフ 51.5 － － 

ビジョナル 9.5 6.8 57,262  

国内株式 
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シュローダー年金運用ファンド日本株式 

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

大塚商会 65.6 63.1 198,134 

デジタルガレージ 21.7 － － 

ＡＮＹＣＯＬＯＲ 28.4 － － 

日本電信電話 3,070 2,477.8 365,723 

ＫＤＤＩ 69.4 156.4 394,128 

ＮＴＴデータグループ 109.8 45.8 126,728 

カプコン 38.7 41.3 158,963 

ソフトバンクグループ 33.4 6.5 46,949 

卸売業（4.2％）    

あい ホールディングス 27.4 － － 

ドウシシャ 12 14.9 33,182 

伊藤忠商事 69.9 67.1 478,288 

ＰＡＬＴＡＣ 18.2 17.4 68,329 

小売業（3.4％）    

三越伊勢丹ホールディングス － 26.1 47,371 

コスモス薬品 6.3 20.4 177,500 

ＦＯＯＤ ＆ ＬＩＦＥ ＣＯＭＰＡＮＩＥＳ － 20.3 101,398 

ニトリホールディングス 8.9 8.5 140,590 

銀行業（9.7％）    

西日本フィナンシャルホールディングス 104.2 142.6 281,777 

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 530 393.8 683,243 

三井住友トラストグループ － 106.8 366,964  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

保険業（7.3％）    

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス 94.9 112.3 357,900 

第一生命ホールディングス 138.4 255.4 252,335 

東京海上ホールディングス 91.4 71 395,115 

その他金融業（3.2％）    

イオンフィナンシャルサービス 124.9 － － 

オリックス 142.5 136.8 395,488 

イー・ギャランティ 31.4 24.1 42,102 

不動産業（3.9％）    

パーク２４ 55.1 52.9 107,519 

住友不動産 51.4 78.2 422,045 

サービス業（3.0％）    

日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 77 － － 

プレステージ・インターナショナル 105.2 52.7 35,098 

セプテーニ・ホールディングス 137.9 231.7 84,338 

ジャパンマテリアル 40.8 67.7 78,532 

リクルートホールディングス － 28.6 217,617 

合 計 
株 数 ・ 金 額 7,699 7,452 13,718,975 

銘柄数＜比率＞ 81 74 ＜96.7％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、このファンドが組入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 105 － 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

先物取引の銘柄別期末残高 
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